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教職大学院実習 における授業実践 と省察と の往還に よ る

授業力向上に関する研究

小学校算数科の単元開発と その評価を通して

田代 啓太
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1 問題の所在と研究の 目的

変化の激しい時代の中、 輔市の資質向上や力量形成が求め られる。 そのよ う な時代の中で、 教師は 日 々 の

実践から学び専門性を高める こ と が求め られている。 教師と しての専門性は授業力、 生徒指導力、 学級経

営カ、 人間関係調整力な ど多岐にわたる。 そ う したものを経験の中で身に付けていかなければな らない。

つま り 、 経験か ら学ぶと い う こ と が教師に と って重要 と なる。

経験か ら学ぶこ と は、 多く の研究者によ って論じ られている。 筆者自身も 日 常生活において、 過去の経

験から もの ご と を判断した り 、 選択する こ と が多く ある。 一方で、 経験しない物事について、 そこから学

ぶ と い う こ と は難しい。 逆に生活の中で経験している事柄に基づいて示される な ら ば、 そ こ から考えを拡

張し、 意味づけができ習得 しやすい と い う こ と は明 らかである。 しかし、 経験を 「そのまま」 に して しま

う こ とや、 経験を 「面白かった』 と い う感認だけで終わって しま う こ と もある。 アメ リ カの教育学者 J • 
デューイ は著書 『民主主義 と教育』 の中で、 「思考 左 い う 要素を何ら含まないでは、 意味を持つ経験はあ り

得ない」 と記 している。 つま り 、 ただ、 何かしただけでの経験に価値はな く 、 それについて振 り 返っ た り 、

何か し らの気づきや発見があった時に 「意味のある経耽 左 なる。 こ こでは経験 したこ と から、 自身の学

びにつなる こ と を考えてし て 。

経験か ら学ぶ と は、 どの よ う な こ と か考えていき たし、。 経験の後には結果が必ずついて く る。 試行から

結果に向か う 聞には何か し ら のプロセスがある。 そのプロセスを経る こ とや、 プロセスを振 り 返る こ と で

経験を学びにする こ と ができ る。

それを達成するために多く の研究者が注 目 してき たのが 「省察」 である。 省察は リ フ レク 、ン ョ ンの訳語

であ り 、 反省、 内省、 省察、 振 り 返 り な ど分野や文脈によって様々 である。 本研究では 「省察」 に焦点、を

当てて く 。

シ ョ ーン (1983) は、 「省察的実践家」 と い う 新しい専門家像を示し、 専門家像に多大な影響を与えた。

彼は専門家像を、 技術的合理性に重き を置く 「技術的熟達家」 から 「行為の中の省察」 に基づ く 「省察的

実践家」 への転換した。 また、 佐藤 (1993) も、 専門職と しての教師は 「技術的熟達者」 ではな く 、 「反

省的実践家」 であ り 、 「反省的実践家」 と しての成長を指摘している。 つま り 、 両者と も複雑な状況の中

で、 自身の経験を基に理論を構築していく こ と を指摘している。

この 「行為の中の省察」 における時間性に関して、 村井 (2015) は、 パン=マーネ ンの論を用いて考察

している。 そもそ も教師は常に子供達の前で教育実践を してお り 、 子供の反応に応 じて即座の対応が求め

られる。 しかし、 瞬時に選択し、 振舞 う こ と は容易ではな く 、 ま してはその最中に省察を行いながら進め

ていく こ と 、 立ち止まって考える こ と は困難な話である。 それゆえ、 パン=マーネンは、 「行為の中の省察」
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と い う よ り 「行為の後の省察」 を最劃見 している。 また、 パン=マーネンは、 省察を3つの階層に分類 した。

「技術的省察J r実践的省察J r批判的省察」 である。 r技術的省察」 と は、 テ ク ニ ッ ク 的な要素に依拠

する ものである。 r実践的省察」 と は、 自分の中の認識の変化に依拠する ものである。 r批判的省察」 と

は、 自身の認識が社会での倫理、 モラルな ど と 比べる も のである。 つま り 、 「意味のある経験」 をするだ

けでな く 、 「自分自身」 を深く 見つめ る リ フ レク シ ョ ンのアプローチも大切である と い う こ と である。

自身の実践を省察し、 制子から結果に向か う 聞のプロセスを振 り 返る こ と は、 中央教育審議会 (2015)

の示した 「学U続ける教員像の確立」 に向けた有効な手段である。

そこで、 本研究では、 数ある教師の専門性の内の 1 つである授業力量に焦点を当て、 授業実践と省察を

繰 り 返し行いなが ら 、 自身の授業力量形成の過程を明 らかにする こ と で 自 身の授業における課題が浮き彫

り にな り 、 さ ら にその課題を踏ま え謝子する こ と を通して、 自身の授業力量向上につなげてい く こ と が 目

的である。

2 . 研究の方法

本研究では、 授業実践と省察の往還によ る 自身の変容を考察する。 省察、 授業実践における研究の方法

を、 それぞれ方法①、 方法②と して詳細を記 してい く ロ

2-1 方法① : 循環型省察モデル

コル トハーへン (2001) は、 省察を経験か

らの学びと して促すこ と ができ る よ う に、 よ

り 精織化 した教員養成のモデルと してA L

A C Tモデルを提唱 した。 コル トハーへンは

「行為 と省察が代わる代わる行われる」 状態

が理想的である と し、 ALACT モデルは経験を

振 り 返 り 、 そ して行為の変化まで視野に入れ

たモデルと して教師教育者が実習生のサイ

クルを回せる よ う な支援を舗において構 | づき

築されている。

このA L A C T モデルを援用 した

循環型省察モデル (図 1 ) を省察のそデノレと

して扱い、 授業者の授業力量が どのよ う に

向上 したかを検討する。

2-2 方法② : 授業実践

図 1 循環型省察モデノレ

S 市立 S 小学校第 6 学年の 2 ク ラス で 5 月 から 1 0 月 にかけて算数科で 2 つの単元 (分数のかけ算、 速

さ) の授業実践を行った。 こ こでは、 「分数のかけ算」 における授業実践を実践 I 、 「速さ」 におけ る授業

実践を実践E と して扱 う。

授業実践をすべて ビデオカ メ ラ で撮影 し、 毎回授業後に再度見直 し課題や感じたこ と を省察記録と して

ま と めていった。 省察記録は、 算数の鞠枇について、 子どもの見取 り 、 授業方略の 3 つの視点か ら の 自

己省察と観察者からの指摘をも と に作成 した。 観察者からの指摘は、 当該校の学級担任や教職大学院の他
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